
１ 課の運営方針

①

②

２ 担当（係）の使命（果たす役割）

３ 課の経営資源

（１） 課の体制

人 うち 人 ・ 人 千円 千円

（２） 事業規模 ※R4職員平均給与（ 千円）ベース ※予算計上額

千円 千円 （正職員人件費を除く） 事業250,577 担当予算事業数 5歳入予算額 67,948 歳出予算額

7,206

931

健康医療部　地域医療課

4.2 2.8 1.4 人件費
会計年度
任用職員

（地域医療担当）
　中山間地域や離島での公設診療所の運営等により、地域の医療を確保するとともに、休日夜間急病診療所の運営、病院群輪番制病院事業等による救急医療体制の充実
に努めます。

【課の使命】

住み慣れた地域で安心して健やかに生活できるように、地域医療の確保及び救急医療体制の充実を図ります。

【課の目標】

【行財政改革への取組み】
・課内での積極的な情報共有に努め、各担当が連携して、仕事と私生活の調和が図れるよう働きやすい職場づくりを目指します。
・地域の高齢化等や診療所の利用状況等の現状をみながら、持続可能な医療提供体制を構築を図ります。

中山間地域及び離島の医療提供体制維持
　周南市施設分類別計画に基づき、施設の維持管理を行いながら、運営体制の確保に努めるとともに、利用状況や地域の実情を踏まえ、地理的条件が悪く高齢化が進
む市北部地域や離島における医療体制の再構築を進めます。

救急医療体制の充実
　休日や夜間の急病に対し、安心して初期救急医療を受けることのできる休日夜間急病診療所運営体制や休日歯科在宅当番医、産婦人科休日在宅当番医及び熊毛
地区休日在宅当番医を維持するとともに、輪番制病院を支援することにより、二次救急医療体制の維持を図ります。

令和６年度 課の運営方針書

職員数 正職員
会計年度
任用職員

正職員 20,177
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４ 課の中期目標 （優先順）　第２次周南市まちづくり総合計画・後期基本計画に掲げられた基本施策を実現するための推進施策
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応急的な初期救急医療対策（一次救急医療）としての休日夜間急病診療所の運営、休日歯科在
宅当番医の委託、産婦人科休日在宅当番医・熊毛地区休日在宅当番医の委託、重症患者を対
象とした二次救急医療対策として病院群輪番制への支援等により、休日・夜間の診療提供体制
を確保し、救急医療体制を維持していきます。

地域医療体制の充実
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福祉・健康・医療

地域医療の充実

地域医療の充実

救急医療体制の充実

目標

福祉・健康・医療

実現したい成果　（最終目標）推進施策

地域住民が健やかで快適に暮らすためには医療の充実が最も重要であることから、医師会、医
療機関、大学等との連携を深め、日常的な医療サービスを受けることができる地域医療提供体
制の充実を図ります。


